
▼
扨
、パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
を
驅
使

す
る
新
時
代
の
若
者
に
傳
へ
て
お

く
事
が
あ
る
。テ
レ
ビ
も
新
聞
も

「
拉
致
」を「
ら
致
」と
表
記
し
、「
罹

災
」を「
り
災
」と
表
記
し
て
、
何
の

疑
問
も
感
じ
て
ゐ
な
い
。パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
な
ら
直
ぐ
に
「
拉
致
」

「
罹
災
」
と
出
る
。テ
レ
ビ
や
新
聞

が
拘
泥
す
る
國
語
表
記
は
、
戰
後

體
制
へ
の
執
着
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
。新
聞
で
は
今
上
陛
下
の
御

製
を『
を
ち
こ
ち
の
旅
路
に
会
へ
る

人
び
と
の
笑
顔
を
見
れ
ば
心
和
み

ぬ
』と
記
し
、「（
仮
名
遣
い
と
振
り

仮
名
は
言
文
の
ま
ま
）」
と
括
弧
書

き
で
記
し
て
ゐ
る
。歴
史
傳
統
を

大
事
に
す
る
と
は
ど
う
い
ふ
事
か
。

昭
和
の
憂
國
老
人
と
し
て
は
、
こ

の
異
常
こ
そ
が
我
が
國
の
異
常
の

原
點
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。▼
勿

論
國
語
表
記
を
街
宣
で
訴
へ
る
必

要
は
全
く
な
い
。し
か
し
國
語
表

記
の
異
常
が
戰
後
體
制
の
異
常
を

如
實
に
表
し
て
ゐ
る
事
を
熟
知
し

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。卽
ち

維
新
政
黨
・
新
風
は
、
我
が
國
の

異
常
に
目
覺
め
た
若
者
の
集
ふ
黨

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
結
黨
以
來
我
が
維
新
政

黨
・
新
風
は
『
目
覺
め
よ
日
本
！
』

と
叫
び
『
取
り
戻
せ
！
國
家
の
誇

り
と
日
本
の
く
ら
し
』を
訴
へ
て
來

た
。恬
と
し
て
恥
ぢ
ぬ
力
強
い
主

張
で
あ
り
、
魂
の
雄
叫
び
で
あ
る
。

▼
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
世
代
か
ら

す
れ
ば
昭
和
の
憂
國
老
人
世
代
の

時
代
遲
れ
感
は
事
實
で
あ
る
。そ

れ
で
も
憂
國
老
人
の
最
後
の
望
み

と
し
て
、
我
が
黨
の
将
來
を
擔
ふ

若
者
が
結
黨
時
の
『
魂
』
を
引
繼
い

で
く
れ
る
事
を
只
々
願
ふ
ば
か
り

で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　

  （
小
）

一
頁…

●
コ
ロ
ナ
以
後
の
わ
が
国
の

　

世
情
と
政
情

二
頁…

●
党
声
明 

他

本
紙
目
次

（
二
面
へ
続
く
）

揺
を
抑
圧
し
よ
う
と
思
つ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
人

と
も
唯
物
史
観
と
進
歩
史
観

を
「
普
遍
」
と
し
て
ゐ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
。

進
歩
史
観
を
信
じ
て
ゐ
た
と

い
ふ
こ
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
弁

証
法
を
信
じ
て
ゐ
る
の
と

セ
ッ
ト
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル

は
言
ふ
、「
否
定
の
否
定
で
動

き
出
す
、
ス
テ
ー
ジ
は
持
ち

上
げ
ら
れ
る
」、
こ
れ
を
「
ア

ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
」（
止
揚
・
揚

棄
）
と
い
ふ
。

　

馬
鹿
々
々
し
い
、「
否
定
の

否
定
は
肯
定
」
に
き
ま
つ
て

ゐ
る
で
は
な
い
か
、
と
七
十

年
代
の
欧
州
知
識
人
た
ち
は
、

悟
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
よ
り
さ

ら
に
前
、
四
十
六
年
刊
行
の

原
書
『
西
洋
哲
学
史
』
で
、

数
学
者
の
ラ
ッ
セ
ル
氏
は
、

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
三
つ
組
み
運

動
」
と
言
つ
て
、
弁
証
法
を

バ
カ
に
し
て
ゐ
た
。
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
酔
つ
ぱ
ら

ひ
の
た
は
言
」
だ
と
、
一
笑

に
付
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
徒

カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
ナ

チ
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
亡

命
を
手
助
け
し
な
か
つ
た
。

　
今
起
こ
つ
て
ゐ
る

　
政
情
の
真
の
意
味

　

も
う
一
つ
、
唯
物
史
観
を

信
じ
、
弁
証
法
を
「
普
遍
」

と
信
じ
て
ゐ
る
人
々
、
こ
れ

が
戦
後
、「
革
新
派
↓
市
民
派

↓
世
界
市
民
派
↓
リ
ベ
ラ
ル
」

と
、
出
世
魚
の
や
う
に
名
称

を
変
へ
て
い
つ
た
左
翼
の

人
々
の
真
の
姿
で
あ
つ
た
。

革
命
で
は
な
く
理
性
の
進
歩

に
よ
つ
て
ス
テ
ー
ジ
を
上
げ

よ
う
と
す
る
の
で
、
私
は
彼

ら
を
「
隠
れ
マ
ル
ク
ス
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
革
命
で

共
産
主
義
体
制
に
も
つ
て
い

け
る
と
信
じ
る
人
々
は
、
た

だ
の
「
マ
ル
ク
ス
」
で
あ
る
。

こ
の
定
義
で
言
へ
ば
、
い
ま

の
自
民
党
の
議
員
の
ほ
と
ん

ど
が
、
老
川
祥
一
氏
や
橋
本

五
郎
氏
と
お
な
じ
、
隠
れ
マ

ル
ク
ス
で
あ
る
、
と
言
へ
よ

う
。
故
に
、
現
在
の
派
閥
解

消
と
言
ひ
つ
つ
、
政
治
資
金

収
支
報
告
書
不
記
載
、
キ
ッ

ク
・
バ
ッ
ク
な
ど
、
近
代
の

古
い
し
き
た
り
で
他
派
閥
を

た
た
き
ま
く
つ
て
ゐ
る
自
民

党
の
真
相
は
、
隠
れ
マ
ル
ク

ス
同
士
の
「
内
ゲ
バ
」
で
あ

ら
う
。

　

安
倍
晋
三
氏
が
不
慮
の
死

を
遂
げ
て
以
来
、
自
民
党
内

の
隠
れ
マ
ル
ク
ス
（
リ
ベ
ラ

ル
）
は
、
意
識
的
、
無
意
識

的
を
問
は
ず
、
自
己
の
思
想

を
実
現
し
だ
し
た
。
い
は
く
、

多
文
化
共
生
主
義
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

理
解
増
進
法
、
反
日
タ
カ
リ

国
家
を
再
び
ホ
ワ
イ
ト
国
指

定
に
し
、
ス
ワ
ッ
プ
協
定
を

元
に
戻
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

す
べ
て
日
本
人
の
共
同
性
を

薄
め
、
民
族
共
同
体
を
弱
体

化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
私
の
専
門
は

　「
政
治
思
想
」で
あ
る

　

と
い
ふ
わ
け
で
、
私
は
平

成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
年
）

か
ら
唯
物
史
観
、
進
歩
史
観

を
ぶ
つ
壊
す
こ
と
を
始
め
た
。

産
経
新
聞
の
「
正
論
」
欄
に

「『
不
都
合
な
歴
史
』
書
き
換

へ
る
韓
国
」〈
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
年
）
八
月
二
十
日

付
〉
と
題
し
て
「
歴
史
の
中

に
未
来
は
な
い
」と
書
い
た
。

さ
ら
に
同
じ
く
産
経
で
「
歴

史
に
は
『
進
歩
』
も
『
必
然
』

も
な
い
」〈
平
成
三
十
年
（
二

〇
一
八
年
）
九
月
四
日
付
〉

を
執
筆
し
た
。
こ
の
コ
ラ
ム

が
一
気
に
広
が
つ
て
い
く
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）

三
月
十
四
日
に
は
、「
社
会
主

義
経
済
と
い
ふ
人
類
の
愚
行
」

を
書
い
た
が
、
こ
れ
は
普
及

の
速
度
が
ど
う
も
鈍
い
、
経

済
学
の
専
門
家
が
書
く
べ
き

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

つ
い
で
に
言
つ
て
お
く
が
、

わ
た
し
、古
田
の
専
門
は
、「
政

治
思
想
」
で
あ
る
。
筑
波
大

学
の
講
座
名
は
、「
東
洋
政
治

思
想
史
」
だ
つ
た
。
朝
鮮
研

究
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
有
名

に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ
が
、

政
治
思
想
研
究
の
一
分
枝
に

す
ぎ
な
い
。

　
マ
ル
ク
ス
や

　
隠
れ
マ
ル
ク
ス
の

　
政
治
目
標

　

研
究
は
さ
ら
に
進
ん
で
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
が
フ
ェ

イ
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
用
ゐ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

い
ふ
、
偽
概
念
を
導
き
出
し

た
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー

を
批
判
し
、上
野
千
鶴
子
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
が
全
く
の
イ
ン
チ

キ
で
あ
る
こ
と
を
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ

誌
上
で
論
理
的
に
明
ら
か
に

し
た
。
バ
ト
ラ
ー
は
す
で
に

言
つ
て
ゐ
る
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

を
用
ゐ
て
社
会
秩
序
を
混
乱

さ
せ
て
や
る
と
。
上
野
も
白

状
し
て
ゐ
る
。
自
己
の
利
益

を
追
求
し
た
だ
け
だ
と
。
上

野
千
鶴
子
は
お
ま
け
の
や
う

に
、
色
川
大
吉
と
結
婚
し
て

ゐ
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。

彼
女
た
ち
の
目
的
は
、
男
女

の
対
立
を
あ
ふ
り
、
結
婚
を

し
な
い
女
性
を
増
や
し
、
日

本
人
の
共
同
性
を
破
壊
し
て
、

日
本
人
の
民
族
共
同
体
を
無

き
者
に
す
る
こ
と
だ
つ
た
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
吉
本

隆
明
ま
で
こ
れ
だ
つ
た
。
彼

の
「
共
同
幻
想
論
」
は
、
国

家
を
生
み
出
し
た
日
本
人
の

共
同
性
は
「
穢
れ
た
も
の
」

だ
つ
た
、
と
い
ふ
こ
と
だ
つ

た
。
こ
れ
を
私
は
、
吉
本
が

ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
に
失
敗
し

て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
見
出
し

た
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
弁
証
法
が
中
世
の
神
秘

思
想
家
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー

ヌ
ス
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も

の
、
ゲ
ル
マ
ン
の
神
秘
思
想

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と

は
知
ら
ず
、
ゲ
ル
マ
ン
神
秘

主
義
に
無
意
識
に
導
か
れ
た

の
で
あ
つ
た
。

　
民
族
共
同
体
を

　
強
固
に
せ
よ

　

最
後
に
、
各
国
の
民
族
状

況
を
概
観
し
て
お
か
う
。
ド

イ
ツ
は
ゲ
ル
マ
ン
神
秘
主
義

を
は
ら
ん
で
ゐ
た
た
め
、
呪

術
政
体
の
ナ
チ
ス
に
よ
り
破

壊
さ
れ
、
戦
後
は
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
学
派
に
よ
つ
て
荒
ら

さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
再

生
で
き
て
ゐ
な
い
。
中
国
は

も
と
も
と
宗
族
の
集
合
体
で

あ
り
、
民
族
共
同
体
で
は
な

か
つ
た
が
、
一
念
発
起
で
中

華
民
族
を
創
生
し
よ
う
と
試

み
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

完
全
に
失
敗
し
た
。
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
目
下
ス

ラ
ヴ
民
族
を
自
ら
破
壊
し
つ

つ
あ
る
。
こ
れ
は
自
滅
の
構

図
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は

国
家
理
性
と
し
て
「
生
存
」

を
か
か
げ
、
現
在
、
民
族
共

同
体
を
よ
り
強
固
に
し
つ
つ

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
中
世

に
は
国
教
化
で
、
近
代
に
は

Ｅ
Ｕ
離
脱
で
民
族
破
壊
を
な

ん
と
か
切
り
抜
け
た
。

　
「
民
族
」
と
は
、
向
ふ
側
に

「
因
果
ス
ト
ー
リ
を
共
有
す
る

人
々
の
集
団
」
と
い
ふ
根
拠

を
持
つ
、
歴
と
し
た
実
在
で

あ
る
。
た
だ
し
完
全
体
で
は

な
い
の
で
、
多
く
の
プ
ロ
ト

コ
ル
を
持
つ
。
こ
れ
も
「
統

一
朝
鮮
は
危
険
な
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」〈
産
経
新
聞
「
正
論
」

平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
年
）

十
一
月
五
日
付
〉
に
書
い
て

ゐ
る
。

て
お
い
た
。

　
進
歩
史
観
、

　
唯
物
史
観
の
崩
壊

　

も
つ
と
簡
単
に
言
へ
ば
、

ド
イ
ツ
哲
学
の
賞
味
期
間（
近

代
）
が
終
は
つ
た
の
だ
と
言

へ
る
。
今
年
、Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
誌
四

月
号
の
対
談
で
、
イ
ス
ラ
ム

研
究
者
の
飯
山
陽
氏
に
こ
の

話
を
す
る
と
、「
馬
鹿
々
々
し

い
。
イ
ス
ラ
ム
に
は
イ
ス
ラ

ム
の『
普
遍
』が
あ
る
の
で
す
」

と
、
一
笑
に
付
さ
れ
て
し
ま

つ
た
。
だ
が
当
時
は
、
そ
こ

ま
で
先
見
で
き
な
か
つ
た
の

で
、
私
は
時
熟
す
る
の
を
待

つ
て
ゐ
た
。
時
熟
す
れ
ば
、

小
さ
な
コ
ラ
ム
に
書
か
れ
た

批
判
で
も
、
あ
つ
と
い
ふ
間

に
世
情
に
広
が
る
。

　

そ
の
間
、
知
識
人
と
言
は

れ
る
人
々
の
価
値
観
は
確
実

に
動
揺
を
始
め
て
ゐ
た
。
読

売
新
聞
主
筆
代
理
の
老
川
詳

一
氏
が
、『
新
国
策
』
誌
で
「
最

近
ど
う
も
ヘ
ン
だ
。
生
産
力

が
増
せ
ば
生
産
関
係
が
壊
れ

る
と
い
ふ
の
は
、
本
当
だ
と

思
ふ
が
…
」
と
い
ふ
や
う
な

こ
と
を
書
い
て
ゐ
た
。
特
別

編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
な

ど
は
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
で
、

「
自
分
は
マ
ル
ク
ス
信
奉
者

だ
」
と
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト

し
て
し
ま
つ
た
。
内
心
の
動

け
る
日
本
政
治

思
想
研
究
の
現

状
と
課
題
」
と

い
ふ
題
で
、
大

学
の
授
業
で
何

を
テ
キ
ス
ト
に

す
る
か
の
座
談

会
を
し
て
ゐ
た

が
、
何
を
読
ん

で
も
特
殊
に
な

つ
て
し
ま
ふ
と

告
白
す
る
。
私
も
学
生
た
ち

か
ら
「
先
生
、
普
遍
は
あ
る

の
で
せ
う
か
」
と
質
問
を
さ

れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
そ
の

と
き
、「
あ
、
も
う
今
の
教
科

書
は
使
へ
な
い
な
」
と
思
つ

た
。
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
を
読

ん
で
も
、
学
生
た
ち
は
「
お

か
し
い
」
と
言
ひ
始
め
る
や

う
に
な
つ
た
。
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
年
）
ご
ろ
の
こ
と

だ
つ
た
。

　

実
は
欧
州
で
は
一
九
七
〇

年
代
か
ら
始
ま
つ
て
ゐ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
リ
オ

タ
ー
ル
の
『
ポ
ス
ト
・
モ
ダ

ン
の
条
件
』（
水
声
社
）
に
は

「
大
き
な
物
語
は
終
は
つ
た
」

と
書
か
れ
て
ゐ
た
。
す
で
に

日
本
よ
り
も
三
十
年
前
に
欧

州
で
は
「
普
遍
」
は
崩
壊
し

つ
つ
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
詳

し
い
こ
と
は
日
本
戦
略
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
進
歩
史
観

の
終
焉
・
普
遍
信
仰
の
崩
壊
・ 

国
家
理
性
の
確
立
」
に
記
し

　
ド
イ
ツ
哲
学

　「
普
遍
」の
崩
壊

　

近
代
の
日
本
人
は「
普
遍
」

を
信
じ
て
ゐ
た
の
だ
が
、
そ

れ
に
は
ド
イ
ツ
哲
学
の
影
響

が
大
き
か
つ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。「
普
遍
」

が
最
早
な
い
こ
と
に
気
づ
き

始
め
た
の
が
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
年
）
ご
ろ
だ
つ
た

や
う
に
思
は
れ
る
。
東
京
大

学
社
会
科
学
研
究
所
の
会
議

室
に
集
ま
つ
た
政
治
思
想
の

専
門
家
た
ち
（
苅
部
直
・
関

口
正
司
・
都
築
勉
・
松
田
宏

一
郎
・
米
原
謙
・
和
田
守
・

平
石
直
昭
）
が
、「
日
本
に
お

コロナ以後のわが国の
世情と政情
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